
令和３年度決算の状況

市の財政は、皆さんに納めていただいた市税のほか、国や都からの補助金などの収入から

成り立っています。そして、そのお金は、福祉、教育、まちづくりなど、皆さんのくらしに深

いかかわりを持つさまざまな分野に使われています。

そこで、どのようなお金が入ってきて何に使われているのかなどをお知らせするため、財

政状況を公表しています。

今回お知らせするのは、令和３年度の一般会計※１、６つの特別会計※２及び公営企業会計※３

の決算、市の財産、借入金などの概要です。

※１ 一般会計とは、福祉、環境、観光、道路整備、防災、教育などの行政サービスに係る経費を

扱う会計のことです。

※２ 特別会計とは、特定の収入（国民健康保険税、介護保険料など）があるものについて、一般会計

と区別する必要がある時に設置する会計のことです。

※３ 公営企業会計とは、地方公共団体が行う上下水道、病院事業などを民間企業に近い方法で経理

を行う会計のことで、市では下水道事業会計を設置しています。

※４ 資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、損益勘定留保資金(注)等で補てんしました。

(注) 損益勘定留保資金･･･減価償却費、たな卸資産減耗費等の収益的収支における現金支出を必要と

しないものを費用に計上することによって留保される資金のことです。ただし、補てん財源とし

て使用できる額は、これらの費用の合計額から長期前受金戻入や欠損金見込額を控除した額とな

ります。

区 分 予 算 額 歳 入 決 算 額 収入率 歳 出 決 算 額 執行率

一 般 会 計 37,004,188,000 36,842,912,777 99.6% 35,062,553,400 94.8%

特 別 会 計 20,836,690,000 19,331,885,837 92.8% 18,801,369,710 90.2%

国 民 健康保険 8,561,275,000 8,490,452,403 99.2% 8,344,152,155 97.5%

後 期 高 齢 者

医 療
2,171,560,000 2,176,416,748 100.2% 2,155,856,395 99.3%

介 護 保 険 7,219,964,000 7,189,250,858 99.6% 6,884,016,070 95.3%

戸 倉 財 産 区 17,636,000 17,651,050 100.1% 16,171,926 91.7%

テ レ ビ 共 同

受 信 事 業
40,711,000 32,016,237 78.6% 32,016,237 78.6%

秋多都市計画事業

武蔵引田駅北口

土地区画整理事業

2,825,544,000 1,426,098,541 50.5% 1,369,156,927 48.5%

合 計 57,840,878,000 56,174,798,614 97.1% 53,863,923,110 93.1%

区 分 予 算 額 決 算 額 執行率

下水道事業

収益的収支
収 入 2,176,952,000 2,067,700,778 95.0%

支 出 2,099,278,000 2,004,643,004 95.5%

資本的収支
収 入 1,995,148,000 1,928,275,000 96.6%

支 出 2,752,428,000 2,697,836,794 98.0%

一般・特別会計

公営企業会計

（単位：円）

（単位：円）



会計別決算額の割合を、歳入・歳出別にグラフに表すと以下のようになります。

一般会計 
368億4,291万円

61.2%

国民健康保険特別会計
84億9,045万円

14.1%

介護保険特別会計
71億8,925万円

12.0%

下水道事業会計
39億9,598万円

6.6%

後期高齢者医療特別会計 
21億7,642万円

3.6%

秋多都市計画事業
武蔵引田駅北口

土地区画整理事業特別会計
14億2,610万円

2.4%

テレビ共同受信事業
特別会計
3,202万円

0.1%

戸倉財産区特別会計
1,765万円

0.0%

歳入　

一般会計
350億6,255万円

59.9%

国民健康保険特別会計
83億4,415万円

14.3%

介護保険特別会計
68億8,402万円

11.7%

下水道事業会計
47億248万円

8.0%

後期高齢者医療特別会計
21億5,586万円

3.7%

秋多都市計画事業
武蔵引田駅北口

土地区画整理事業特別会計
13億6,916万円

2.3%

テレビ共同受信事業
特別会計
3,420万円

0.1%

戸倉財産区特別会計
1,617万円

0.0%

歳出



＜一般会計の決算状況＞

一般会計の予算額は、当初予算後に１０回の補正を行った結果、前年度からの繰越額を含

めて、３７０億４１８万８千円となりました。

決算額は、歳入が３６８億４，２９１万２，７７７円（収入率９９．６％）、歳出が

３５０億６，２５５万３，４００円(執行率９４．８％)となり、差引き１７億８，０３５万

９，３７７円を令和４年度へ繰り越しました。

グラフで表すと、以下のようになります。

市税
106億5,188万円

 28.9%

国庫支出金
84億1,682万円

22.8%
都支出金 

56億4,793万円
15.3%地方交付税

49億1,489万円
13.3%

市債
20億4,434万円

5.6%

地方消費税交付金
18億1,657万円

4.9%

諸収入
8億1,789万円

2.2%

繰越金
6億1,308万円

1.7%

繰入金
3億4,874万円

1.0%

その他
15億7,077万円

4.3%

一般会 計　歳入総 額：３６８億４，２９１万円

歳 入
(単位：円）

区 分 予 算 額 決 算 額 構成比 収入率

市 税 10,499,618,000 10,651,878,571 28.9% 101.5%

国 庫 支 出 金 8,356,388,000 8,416,819,811 22.8% 100.7%

都 支 出 金 5,754,656,000 5,647,932,632 15.3% 98.1%

地 方 交 付 税 4,880,035,000 4,914,887,000 13.3% 100.7%

市 債 2,426,135,000 2,044,335,000 5.6% 84.3%

地方消費税交付金 1,776,871,000 1,816,565,000 4.9% 102.2%

諸 収 入 834,964,000 817,890,233 2.2% 98.0%

繰 越 金 613,076,000 613,076,287 1.7% 100.0%

繰 入 金 462,695,000 348,741,930 1.0% 75.4%

そ の 他 1,399,750,000 1,570,786,313 4.3% 112.2%

合 計 37,004,188,000 36,842,912,777 100.0% 99.6%



歳出は、サービスの目的で分類する『目的別経費』とサービスの性質に着目して分類する

『性質別経費』という２つの分類方法で紹介します。

グラフで表すと、以下のようになります。

民生費
164億4,225万円

46.9%

衛生費
42億3,395万円

12.1%総務費
35億364万円

10.0%

教育費
32億7,724万円

9.3%

土木費
24億1,253万円

6.9%

公債費
23億1,561万円

6.6%

消防費
12億1,036万円

3.4%

商工費
6億366万円

1.7%

災害復旧費
4億8,103万円

1.4%

その他
5億8,228万円

1.7%

一般会 計　歳出（目的別 経費）総 額：３５０億６，２５５万円

歳 出 （目的別）
（単位：円）

区 分 予 算 額 決 算 額 構成比 執行率

民 生 費 17,145,994,000 16,442,249,710 46.9% 95.9%

衛 生 費 4,466,286,000 4,233,948,116 12.1% 94.8%

総 務 費 3,643,636,000 3,503,639,595 10.0% 96.2%

教 育 費 3,413,508,000 3,277,246,450 9.3% 96.0%

土 木 費 2,849,492,000 2,412,526,610 6.9% 84.7%

公 債 費 2,317,608,000 2,315,606,593 6.6% 99.9%

消 防 費 1,260,956,000 1,210,360,095 3.4% 96.0%

商 工 費 683,032,000 603,656,598 1.7% 88.4%

災 害 復 旧 費 596,601,000 481,033,905 1.4% 80.6%

そ の 他 627,075,000 582,285,728 1.7% 92.9%

合 計 37,004,188,000 35,062,553,400 100.0% 94.8%



グラフで表すと、以下のようになります。

扶助費
112億9,654万円

 32.2%

物件費
52億9,475万円

15.1%

補助費等
50億5,135万円

14.4%

人件費
48億6,367万円

13.9%

繰出金
30億1,314万円

8.6%

公債費
23億1,561万円

6.6%

普通建設事業費
15億535万円

4.3%

積立金
5億8,656万円

1.6%

災害復旧事業費
4億8,103万円

1.4%
その他

6億5,455万円
1.9%

一般会 計　歳出（性質別 経費）総 額：３５０億６，２５５万円

歳 出 （性質別）
（単位：千円）

区 分 決 算 額 構 成 比

扶 助 費 11,296,538 32.2%

物 件 費 5,294,748 15.1%

補 助 費 等 5,051,352 14.4%

人 件 費 4,863,672 13.9%

繰 出 金 3,013,139 8.6%

公 債 費 2,315,607 6.6%

普 通 建 設 事 業 費 1,505,352 4.3%

積 立 金 586,565 1.6%

災 害 復 旧 事 業 費 481,034 1.4%

そ の 他 654,546 1.9%

合 計 35,062,553 100.0%



＜地方消費税交付金（社会保障財源化分）の使途＞

社会保障施策に要する経費１３３億９，４０７万７千円に、地方消費税交付金（社会保

障財源化分）１１億３，８６４万３千円を充てました。

※ 平成 26 年 4月 1 日から消費税率が 5％から 8％へ、令和元年 10 月 1日から 10％へ

引き上げられました。これに伴い増加した税収は、社会保障施策に要する経費に充て

ることとされています。

（単位：千円）

施
策
区
分

事業名称 事業費

財源内訳

特定財源 一般財源

国・都

支出金
地方債 その他

地方消費税

交付金
その他

社

会

福

祉

社 会 福 祉 事 業 121,297 28,086 0 8 17,700 75,503

障 害 者 福 祉 事 業 2,565,717 1,828,292 0 0 140,043 597,382

高 齢 者 福 祉 事 業 143,486 23,593 0 7,142 21,412 91,339

児 童 福 祉 事 業 5,607,663 3,702,096 0 112,433 340,530 1,452,604

生 活 保 護 事 業 1,557,013 1,210,875 0 10,022 63,831 272,285

小 計 9,995,176 6,792,942 0 129,605 583,516 2,489,113

社

会

保

険

後期高齢者医療事業 928,961 133,520 0 1,681 150,741 643,019

介 護 保 険 事 業 932,366 57,036 0 0 166,232 709,098

国 民健康保険事業 673,965 215,998 0 0 86,972 370,995

小 計 2,535,292 406,554 0 1,681 403,945 1,723,112

保

健

衛

生

保 健 衛 生 事 業 43,677 7,818 0 0 6,810 29,049

予 防 事 業 229,435 43,488 0 1,822 34,967 149,158

健 康 づ く り 事 業 143,377 13,960 0 444 24,493 104,480

阿伎留病院運営事業 447,120 0 0 0 84,912 362,208

小 計 863,609 65,266 0 2,266 151,182 644,895

合 計 13,394,077 7,264,762 0 133,552 1,138,643 4,857,120



＜市民１人当たりに使われたお金と市税負担＞

＜市民１人当たりに使われたお金（43 万 8,660 円）の内訳＞

※ 金額は１人当たりに使われたお金に構成比を乗じて計算しています。

＜市有財産の状況＞

・土地面積（学校敷地など） ７１８万６，４７８㎡

・建物面積（庁舎など） １９万７，０５１㎡

・自動車保有台数（消防車両２７台を含む） ９７台

・出資金などの現在高 ９，６５０万９，０００円

子育て世帯、高齢者・体の
不自由な方の支援などに

205,705 円（46.9%）

ごみ処理、環境対策、
健康管理などに

52,970 円 （12.1%）

庁舎などの運営管理、
交通安全対策、
防犯対策などに

43,833 円 （10.0%）

学校教育や文化・スポーツ
の振興などに 

41,001 円 （9.3%）

道路や公園の
整備・維持管理などに 

30,183 円 （6.9%）

市が借りている
お金の返済に 

28,970 円 （6.6%）

消防団活動や
災害対策などに 
15,143 円 （3.4%）

観光・商工振興などに 
7,552 円 （1.7%）

台風などによる
災害の復旧

6,018 円 （1.4%）

農林水産業の振興や
議会の運営など 
7,285 円 （1.7%）

【人口】79,931 人

（令和 4年 3月 31 日現在）

【一般会計歳出決算額】

350 億 6,255 万 3,400 円

【一般会計市税収入額】

106 億 5,187 万 8,571 円

【１人当たりに使われたお金】

43 万 8,660 円

【１人当たりの市税負担額】

13 万 3,263 円



＜基金の状況＞

基金とは、今後の支出に備えて特定の目的ごとに積み立てている資金です。

令和３年度末の基金現在高は、１５基金で４５億２５６万６，４９５円となっています。

※ 基金現在高は、出納整理期間終了後の現在高を記載しています。

【市民 1人当たりの基金現在高：5万 6,331 円】

基 金 名 称 基 金 現 在 高

財 政 調 整 基 金 1,801,730,000 円

公 共 施 設 整 備 基 金 485,827,000 円

テ レ ビ 共 同 受 信 施 設 整 備 基 金 475,478,366 円

介 護 給 付 費 準 備 基 金 405,429,960 円

減 債 基 金 374,896,000 円

国 民 健 康 保 険 基 金 229,765,277 円

産 業 振 興 基 金 202,504,000 円

環 境 保 全 基 金 156,415,000 円

戸 倉 財 産 区 基 金 141,136,000 円

安 心 安 全 ま ち づ く り 基 金 71,965,000 円

市 営 住 宅 整 備 基 金 54,626,000 円

保 健 福 祉 基 金 45,093,000 円

教 育 文 化 基 金 29,694,000 円

育 英 資 金 貸 付 基 金 23,006,892 円

国民健康保険高額療養費資金貸付金 5,000,000 円

合 計 4,502,566,495 円



＜市債の状況＞

市債の目的 市債現在高

一

般

会

計

普

通

債

土木債（道路などの整備のために） 2,645,549,602 円

衛生債（保健センターなどの整備のために） 2,523,010,285 円

教育債（学校や図書館などの整備のために） 1,532,768,146 円

総務債（庁舎などの整備のために） 1,400,628,448 円

消防債（消防施設の整備のために） 962,016,468 円

災害復旧事業債（災害復旧のために） 291,100,000 円

民生債（保育所などの整備のために） 120,980,799 円

農林水産業債（農林水産施設などの整備のために） 37,873,158 円

商工債（観光施設などの整備のために） 12,301,977 円

そ
の
他

臨時財政対策債※１(財源確保のために) 14,793,704,508 円

減税補てん債※２等(財源確保のために) 247,902,854 円

計 24,567,836,245 円

下水道事業会計（下水道の整備のために） 17,038,995,676 円

武蔵引田駅北口土地区画整理事業特別会計（区画整理事業のために） 1,569,000,000 円

合 計 （①） 43,175,831,921 円

前年度末残高 （②） 43,082,041,635 円

差し引き （①－②） 93,790,286 円

※１ 臨時財政対策債とは、国から地方公共団体に分配する地方交付税が足りないため、その不足する金額の

一部を借り入れる市債で、その元利償還金は後年度に地方交付税として措置されます。

※２ 減税補てん債とは、国の減税政策による個人住民税などの減収を埋めるために借り入れる市債で、その

元利償還金は後年度に地方交付税として措置されます。

【市民 1人当たりの市債現在高：54 万 163 円】

（参考）一部事務組合の借入金などで、当市が将来的に負担すべき額

区 分 現 在 高

一
部
事
務
組
合

阿伎留病院企業団 3,858,477,000 円

西秋川衛生組合 2,318,008,000 円

秋川流域斎場組合 86,568,000 円

合 計 （①） 6,263,053,000 円

前年度末残高 （②） 6,388,399,000 円

差し引き （①－②） △125,346,000 円



＜特別会計の状況＞

［国民健康保険特別会計］

主な収入済額は、都支出金、国民健康保険税などです。主な支出済額は、保険

給付費です。

［後期高齢者医療特別会計］

主な収入済額は、後期高齢者医療保険料、一般会計からの繰入金などです。

主な支出済額は、広域連合納付金です。

［介護保険特別会計］

主な収入済額は、支払基金交付金、介護保険料、国庫支出金などです。主な支

出済額は保険給付費です。

［戸倉財産区特別会計］

主な収入済額は、財産売払収入、基金からの繰入金などです。主な支出済額は、

基金への積立金や森林の保育管理経費です。

［テレビ共同受信事業特別会計］

主な収入済額は、基金からの繰入金、加入者分担金などです。主な支出済額は、

受信施設整備事業費、維持管理費などです。

［秋多都市計画事業武蔵引田駅北口土地区画整理事業特別会計］

主な収入済額は、一般会計からの繰入金、市債です。主な支出済額は、土地区

画整理事業業務委託料、公共施設等整備工事、物件補償費などです。

＜公営企業会計の状況＞

［下水道事業会計］

主な収入済額は、企業債、一般会計からの出資金、下水道使用料などです。主

な支出済額は、公債費、下水道整備事業費、維持管理費などです。


